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２０１１年５月６日～５月１９日 産婦人科・救急
１．はじめに
海外ではどのような医療が行われているのか以前から興味があり，実際に現場へ行ってみたいと思ってい
ました。ひょんなことから忠南大学との交換留学プログラムのお話をいただき，よい機会だと応募すること
を決めました。辛い韓国料理を毎日食べる自信もなく，ハングルも全く読めない状況でよく返事したもので
すが，常日頃のぼんやりとはしていたけれど海外の医療を経験してみたいという気持ちに後押しされ，勇気
を出して飛び込んでみようと決心しました。
２．準備
韓国行が決まり，まず行ったことが日程調整と履歴書（Curriculum Vitae: CV）の作成です。日程の調整
は廣川先生にしていただきました。アドバンス期間中に富山県内の市中病院での実習も希望していたので，
随分忙しい日程となり，調整にご迷惑をおかけしてしまいました。日程が決まった後，忠南大学の学長秘書
である Ms. Yook と直接メールで連絡を取り，移動や宿泊・実習などの細かい内容を決めました。それと並
行して航空券や観光などの準備をしました。実習内容に関して，かなり学生の希望を聞いてくださるプログ
ラムなので，何に興味がありどのようなことを学びたいかをしっかり自覚することが大事だと感じました。
最終的に，内科と外科の中間である産婦人科と様々な症例が集まる救急を希望しました。
今回の滞在期間中，忠南大学では卒業試験があったため，実習中６年生に会えなかったり，勉強しなくて
はいけない彼らの負担となってしまいました。日程を決める際は試験等の行事予定も考慮した方がよかった
という事が反省点です。
３．交通
忠南大学のある大田市は，ソウルとプサンの間に位置する都市です。富山からソウルまでは空路２時間，
ソウルから大田までは新幹線（KTX）で１時間です。帰りは大田から仁川空港まで直行バス（３時間）を
使いました。交通機関に関しては日本とよく似ていますが，ソウル駅のホームの建築は欧米寄りです。移動
中に困っていると誰かが助けてくれたりして，韓国の人も優しいなと感動しました。大田駅には，昨年冬に
忠南大学から交換留学で富山大学へ来ていた６年生の学生さんが迎えに来てくれました。
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４．生活
実習中の滞在は病院内の寮で，１人１部屋ずつ使わせていただきまし
た。シャワーとトイレ，台所（冷蔵庫とレンジ）は階毎で共有です。寮
内には学生だけでなく職員も住んでいるそうです。無線 LAN や Wi-Fi
もあり，ノートパソコンと iPod がとても役に立ちました。病院周辺は
高層マンションが立ち並ぶ地区で治安もよく，深夜まで営業している飲
食店や喫茶店が充実しています。病院内に２４時間営業のコンビニもある
ので日用品にも困ることはありません。海外での寮生活は初めてだった
ので当日まで不安だったのですが，とても快適に過ごせました。
５．食事
食事は一言でいうと，辛かったです。もちろん辛くないものも沢山あります。毎日誰かが食事に連れて
行ってくれ，ゆっくり話のできる一番よい時間でした。味付けや作法等の食文化は日本とかなり異なりま
す。その違いが楽しく，気が付くと韓国料理が大好きになっていました。食後は喫茶店に寄るという流れが
一般的で，飲食店と喫茶店がとても多く，夜遅くまで営業していることに納得できました。その他，スーパー
マーケットや居酒屋・屋台などにも行きました。大学病院前では５日毎に露天市がひらかれ，屋台から食料
品・衣料・雑貨等の露店が登場します。
６．実習
６－１．産婦人科（１週目）
産婦人科と小児科は別棟（Children's Hospital）に独立してい
ます。棟内にはオペ室もあり，広々とした印象を受けました。実
習は，月曜日に提示された予定に従い，産科外来・手術室・分娩
室・不妊治療のユニット毎に見学をしました。各分野において専
門医である「教授」が数人おられます。日本とは異なり，各科に
数人の教授がいらっしゃいます。また，学生の臨床実習で産婦人
科は重視されているため約１ヶ月の長期実習を行います。
実習で最も印象に残っているのが婦人科の腹腔鏡手術です。婦
人科手術は１日に４件以上あり，教授が手術室を次々と移動して
執刀します。一通り終えると後をスタッフに任せて術野から離
れ，手術所見を記録しながら学生に質問と解説，終わると次の手
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術に向かうという流れです。腹腔鏡の技術は本当に素晴らしく，休む間もなく手術を黙々とこなすタフさは
圧巻でした。教授曰く，「腹腔鏡手術に必要な３つの要素は，時間・忍耐・技術」との言葉は，心に刻まれ
ました。
手術室についても，驚くことがありました。ガウン等ほとんどが布製で，日本と比べてごみがほとんど出
ないのです。手術室で使うもののほとんどが当然ディスポと思っていたので，違和感を感じると同時に，医
療機関からのゴミの多さを考えるといい案であると感じました。
残念ながら分娩室での出産はありませんでしたが，外来の胎児エコーや不妊治療のラボを見学させていた
だきました。
※韓国の医学教育 ―医学部と徴兵制―
韓国と日本は教育制度もよく似ていますが，相違点もいくつかあります。医学教育における大きな制
度の違いを以下にまとめます。
現在，韓国では日本と同じ６年制の医科大学，アメリカと同じ４年制の医学専門大学院（メディカル
スクール）が並存しています。以前は医科大学のみでしたが０４年～０９年までを移行措置として０７年から
医科大学かメディカルスクールかを自由選択できるようになりました。しかし今後，再び医科大学のみ
の制度に戻すことが決まっています。
その医学教育における重要な影響因子として徴兵制が挙げられます。男性は１８歳～３０歳までに２～３
年間兵役につかなくてはなりません。一般の大学生は，兵役中に大学で学んだことを忘れてしまうた
め，概ね２年生終了時に兵役に行き，終了後に３～４年生を経て卒業します。医学部生の場合はさら
に，兵役に従事する代わりに軍医官として農村地区で３年医療に従事する「公衆保健医」という選択肢
があります。多くの男性医師はインターン終了時や専門医取得後など，自分のキャリアパスに応じて行
く時期を決定しています。この制度によって，僻地医療での医師確保が図られている実情もあります。
しかし同時に，社会進出が遅れるなどキャリアの面で男性は医学部を進路に選択しにくい状況となって
います。特別措置として，入隊期限の延長も可能ですが，延長期間中は出国できない等の制限が付けら
れます。このような理由から男性の医学部入学者割合が減少しています。実際に忠南国立大学でもメ
ディカルスクールでは女性の割合が多い印象を受けました。男性医師の減少により，僻地で働く医師が
確保できない，外科などの体力的に厳しい科や多忙な科を選択する医師が少なくなることなどが危惧さ
れています。
もうひとつ，実習中に感心したことがあります。それは医学生が医学英語にとても詳しいということ
です。韓国では日本と異なり，母国語の医学専門書があまりありません（最近はかなり増えました）。
論文を読む等で英語は将来必ず必要だからということで，医学教育の初期から英語がかなり重視されて
いるそうです。臨床科目のテストの出題が英語のものもあり，最初は苦労するそうですが，実習をする
頃には単語は一通り理解できるようになっています。日本では医学英語の授業は確かにありますが，各
自の自主性に依る処が大きいです。医学英語に対する意識に関して，私も見習いたいと感じました。
６－２．救急（２週目）
午前８時，深夜帯と日勤帯の申し送りカンファレンスで救急センターの１日は始まります。最初に，Ａ
チーム（内科系）とＢチーム（外科系）が受
け持ち患者の申し送りをします。その後，レ
ジデント（２～４年目）による２０分１テーマ
勉強会。カンファレンスが終わると，日勤帯
のチーム別に回診をしてそれぞれの仕事を始
めます。
忠南大学病院の救急センターは，教授６
人，レジデント９人，インターン（６人）と
学生（６人程度），その他ナースやコ・メ
ディカルの人で構成されています。近辺で唯
一の救急センター（３次救急施設）なので，
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日中に１００人を超える患者が訪れます。とても忙しい雰囲気でしたが，疲労と緊張の中にも溌剌さを感じま
した。建物は産婦人科同様，増築した別棟にあります（上写真）。広いフロアはスタッフステーションを取
り巻くように入り口近くから，隔離室・外科処置室・重症（心肺蘇生）区域・ICU・CCU・内科・外科・小
児・経過観察のユニットがあり，さらに産婦人科・耳鼻咽喉科の別室やレントゲン・CT 撮影室が並んでい
ます。スタッフの個室（ベッド付き）もすぐ傍にあり，合理的な設計です。
救急車で来院した患者は，最初に入り口付近のトリアージゾーンでバイタルのチェックと同時に専門医
（教授）によって行先を指示されます。日本と異なり，家族は待合室ではなく患者の傍で待機します。イン
ターン（韓国ではインターンは１年間）が主に問診を取り，採血などを行います。その後でレジデントや教
授が追加で指示・処置・治療方針の決定をします。学生は心電図をとることや簡単な処置，インターンの手
伝い，CPR・ACLS に参加します。１日に一度は CPR の必要な患者が来る毎日で，多くの症例も見ること
ができ，様々な経験を積むことができました。その他，時間の空いた教授・レジデントの先生が学生にレク
チャーをしてくれます。レクチャー内容は，BLS・ACLS・模型による実習・中毒・心電図・電解質など
で，とてもよい勉強になりました。ACLS のロールプレイ等，実践に則した実習も経験できました。
最も感銘を受けた点は，学生は単なる見学ではなく，役割が与えられて構成員として扱われている点でし
た。実習期間は日曜日～土曜日と，学生不在の日がないように設定されています。１ターム２週間の実習は
１週目に夜勤帯（１８：００～翌９：００），２週目は日勤帯（８：００～１８：００）で行います。学生の時から夜勤
帯で実習できるシステムは有意義だと感じました。学生の課題
は，経験した症例の簡単なサマリーを１０症例分と１症例につい
てのプレゼンテーションです。その他，ミニレクチャーの課題
やロールプレイの練習などかなり忙しい内容でした。
救急実習中は，先生や友達との会話は主に英語ですが，患者
には一切英語は通じません。だからと言って何もできないので
は困るので，勉強した韓国語を総動員し，身振り手振りや日本
語英語混じりの韓国語，友達に教わるなどしました。全く分か
らなかった韓国語で，理解できる言葉が増えていくことはとて
も嬉しかったです。そういった苦労も，よい経験となりました。
７．その他
実習の合間に学園長の先生や Jo 先生をはじめ，沢山の方々と
お食事する機会をいただきました。韓国の医学生と交流できたこ
とも，とても楽しかったです。
休日には，大田から車で３０分～１時間ほど離れた百済の古都，
公州（コンジュ）に連れて行ってもらいました。百済の王族の墳
墓や古城建築を見たり，韓国で育まれた文化に触れることができ
ました。私は世界史が好きなのでとても嬉しかったです。日本国
内でも風土は多様であるので，数か所を見ただけで「韓国は～」
と総括することはできないと思いつつも，不思議なくらい日本と
似ている一面と全く異なる面の両方を垣間見ることができまし
た。友達となった医学生の子達も，外国人とは思えない瞬間がありました。文化によって考え方は影響され
るけれど，個人個人の考え方の方がずっと個性があるように思います。
また，自由な時間がある時はできるだけいろいろなものを見たいと街を出歩きました。大田の街はとても
広く，ビルの立ち並ぶオフィス街や，飲食店や個性的なお店の多い地域，デパートなどがある中心街があり
ます。川沿いの道は散歩道になっていて散策にも良い都市でした。面白いなと感じたのは，日本より広告が
大々的だったり露店が多かったりすることや，大陸的な面と日本と似た風景が入り混じっていたことです。
いつも当たり前だと意識もしていなかった日本での常識が必ずしも絶対ではないように感じ，世の中には私
の知らない世界がたくさんあって，可能性に満ちていると実感しました。
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８．さいごに
言葉だけでしか知らなかったことを，自分の目で見て体験することは何物にも代えがたい価値がありま
す。確かに言葉の問題やためらう要素はそれぞれあるはずですが，後輩の皆さんにもぜひこのような機会が
あれば参加してみてほしいと思います。
今回の交換留学で，行く前に想像していたよりずっと楽しく充実した毎日を送れました。実習を通して医
療は世界共通だということを実感し，英語に関してもっとできるようになりたいと以前より強く思うように
なりました。短い期間でしたが，素晴らしい友人を得，本当にいろいろな面で大きな影響を受けました。こ
のような経験をさせていただいたことに心から感謝しています。今後も，忠南大学と富山大学間での学生交
流がますます盛んになっていくことを願っています。
※諸経費
交通費，移動費：７万
（ゴールデンウィーク中の出発となってしまったため，航空券が高くなってしまいました）
宿泊費：なし
食費：１万円以内
富山大学から補助金をいただける制度もあります。書類申請が必要なので，学生課に問い合わせてくだ
さい。
富山大医学会誌 ２２巻１号 ２０１１年78
